
厚生労働省 社会・援護局
障害保健福祉部 障害福祉課

令和元年12月26日

令和元年度 学校における医療的ケアに関する看護師研修会

Ⅰ．本事業の目的

Ⅱ．本事業の実施内容

第３号研修のテキストおよび指導者マニュアルについて、制度開始時に作成してか
ら５年以上が経過したため、課題の把握、改訂すべきポイントの整理を行い、改訂作
業を実施した。

【改訂する対象】第３号研修テキスト、第３号研修指導者マニュアル、動画

１．既存調査の分析によるテキスト・指導者マニュアルの課題等の整理

平成28年度喀痰吸引等研修（第3号研修）実態調査の回答票より、テキストおよ
び指導者マニュアルの課題等に関する回答を抽出して整理した。

２．アンケート調査によるテキスト・指導者マニュアルの課題等の把握
○調査の目的：テキスト・指導者マニュアル・DVDの活用状況、課題、見直しが

必要な箇所・内容等の把握
○調査対象：都道府県（47件）、研修実施機関（354件）
○調査方法：郵送による発送、回収
○調査実施時期：2018年8月～10月
○回収率：都道府県91.5％、研修実施機関54.2％

３．編纂委員会による改訂作業
編纂委員会を設置し、上記の調査結果を踏まえ、テキスト、指導者マニュアルの

改訂を行った。一部、各委員に改訂版原稿の原案執筆をご担当いただいた。

テキスト構成の新旧比較表

第１章 重度障害児・者等の地域生活等に関する講
義

１．障害者自立支援法と関係法規
２．利用可能な制度
３．重度障害児・者等の地域生活

第２章 重度障害児・者等の障害及び支援に関する講義
緊急時の対応及び危険防止に関する講義

１．呼吸について
２．喀痰の吸引
３．健康状態の把握
４．経管栄養

第３章 喀痰吸引等に関する演習

第１章 重度障害児・者等の地域生活等に関する講
義

０．喀痰吸引等研修の概要
１．障害保健福祉制度の概要
２．喀痰吸引等制度の成り立ち
３．重度障害児・者についての理解
４．喀痰吸引等制度の運用

第２章 重度障害児・者等の障害及び支援に関する講義
緊急時の対応及び危険防止に関する講義

１．健康状態の把握
２．感染予防
３．呼吸の仕組みと呼吸障害
４．喀痰の吸引
５．経管栄養

第３章 喀痰吸引等に関する演習

現行テキスト 改訂版テキスト

※各章の冒頭に「学習のポイント」を追加
※第２章４．５．の演習の手順、第３章は、評価票と整合するよう改訂
※指導者マニュアルは、第３章に「指導のポイント」を追記したもの
※改訂版テキストのスライド画像と説明文から構成される動画を制作

Ⅲ．テキスト・指導者マニュアルの改訂内容

編纂委員会での主な意見アンケート調査等から把握された主な課題 改訂の基本方針・各章の改訂ポイント

第
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１
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・制度情報の更新は必要だが、情報量が多いため絞る必要がある
・「なぜ介護職員等が喀痰吸引等を実施するのか？」、第３号研修の意味や
第１・２号研修との違い、OJTがメインであることを伝える必要がある

・研修修了から業務として喀痰吸引等が実施できるまでの流れの説明が必要
・各書類の準備・やりとりや安全委員会の設置など、省令で定められている
取組を分かりやすく解説してはどうか

・多職種連携の必要性やチームで関わることが具体的にどういうことなのか
伝えられるとよい

テキスト改訂の基本方針
・第３号の特徴をふまえ、基本研修では基本原則に従った対応、実地研

修では個別性への対応を修得することを伝達
・演習の手順は、安全性等の面から正しい手順に修正しつつ、あくまで

基本的な手順の一例であり、実地研修では対象者に応じた手順を修
得する必要があることを明記

・第1・2号との整合については、すべてを統一することは想定せず、
第３号の対象者の実態等をふまえ、必要箇所について整合を図る

第１章の改訂ポイント
・最新の制度情報を追記し、制度の基本理念を丁寧に説明
・特定の者を対象とした喀痰吸引等の基本的な考え、実地研修や業務で

の医療職との連携の重要性を解説
・事業者に求められる体制づくり（安全委員会など）を解説
・多職種連携の具体的な場面や各職種の役割を説明
・業務計画書等の記載例、意思決定支援ガイドラインを参考資料に掲載

第２・３章の改訂ポイント
・健康状態の把握⇒感染予防⇒呼吸⇒喀痰吸引⇒経管栄養に構成を変更
・感染予防の内容を基本知識を中心に充実
・呼吸障害に関する詳細な解説を追加（姿勢、気道が狭くなる原因、気

管切開を受けている人への対応の注意点など）
・人工呼吸器の機種など、機器・物品情報の更新
・吸引しなくてもよい状況をつくる取組を説明し、その上で必要最小限
の対応として喀痰吸引を行うことを説明

・対象者の状況にあった演習ができるよう、単回使用、乾燥法、薬液浸
漬法すべての演習の手順を記載

・第１・２号研修テキストとの整合を図る必要がある
・「健康状態の把握」を冒頭に移動してはどうか
・感染予防知識は、喀痰吸引等全般に必要なため、独立させてはどうか
・呼吸障害に対して、吸引だけでない基本的な対応方法の知識が必要
・在宅での人工呼吸器療法が増加している状況を踏まえ、人工呼吸器療法に
関する具体的な説明が必要、また、機種が古いので更新が必要

・吸引しなくてもよい状況をつくる取組を医療職と連携して実践した上で、
必要最小限の医療的な対応として吸引を行うことを追記してはどうか

・演習の手順は、流れ上、辻褄の合わない箇所は修正した方が良い

・第３章の改訂内容をふまえて検討

・制度情報の更新
・研修修了後の流れや留意点の追記
・喀痰吸引等制度の経緯や第１・２号との違いの説明
・制度の理念の説明
・医療的ケア児の説明
・具体的な業務内容の追記

・介護職員が行える範囲に即した手順の記載
・実態に即した手順の記載
・使用している機器に応じた手順の記載

・新しい医療機器に関する追記
・詳細な指導の要点や注意点の記載
・介護職員等を指導する際のポイントや連携のあり方
・個別性の高いマニュアル例の提示

・人工呼吸器に関する説明の充実
・人工呼吸器の機種など、機器・物品の更新
・演習の手順の修正
・緊急時対応の記載の充実

・準備、ヒヤリ・ハットを含めた報告、片付けについては、第１・２号と
整合をとってもよいのではないか。

・演習の内容と評価項目票で一致しない箇所がある。
・実施後記入するのは評価票ではなく、実施記録ではないか。

介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 事業要旨
（厚生労働省 平成30年度障害者総合福祉推進事業）実施主体：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書」
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図表１ 第１章の見直しの必要性-都道府県（n=43）

図表２ 第１章の投影スライドの見直しの必要性-厚生労働省投影スライドを使用した研修実施機関（n=92）

27.3% 63.6% 9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった 無回答

図表３ 第１章の追加配布資料の有無-厚生労働省テキスト等を使用した研修実施機関（n=143）

○ 厚生労働省テキストの第１章を「見直した方が良い」という都道府県は、44.2％であった。見直した方が良い内容は、制度情報の更新、研修修
了後の流れや留意点の追記、第１・２号研修との違いの説明、制度の理念の説明などの意見が挙げられた。

○ 厚生労働省テキスト投影スライドの第１章を「見直した方が良いと思う項目がある」という研修実施機関は、40.2％であった。見直した方が良
い内容は、制度情報の更新、研修終了後の流れや留意点の追記、第１・２号研修との違いの説明、医療的ケア児の説明、喀痰吸引等制度の経緯の
説明、具体的な業務内容の追記などの意見が挙げられた。

第１章 主な調査結果

○ 厚生労働省テキストの第１章について、追加配布資料が「あった」という研修実施機関は、27.3％であった。追加配布資料の内容は、法令・制
度関係、喀痰吸引等制度・喀痰吸引等研修関係などの資料であった。

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書」 3

図表５ 第２章の投影スライドの見直しの必要性-厚生労働省投影スライドを使用した研修実施機関（n=92）

図表４ 第２章の見直しの必要性-都道府県（n=43）

27.9% 16.3% 55.8% 0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見直した方が良い 見直さなくて良い 分からない 無回答

図表６ 第２章の追加配布資料の有無-厚生労働省テキスト等を使用した研修実施機関（n=143）

18.2% 74.8% 7.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった 無回答

第２章 主な調査結果

○ 厚生労働省テキストの第２章を「見直した方が良い」という都道府県は、27.9％であった。見直した方が良い内容は、人工呼吸器に関する説明
の充実、気管カニューレの構造の正確な説明、手順の修正、機器・物品の更新などの意見が挙げられた。

32.6% 53.3% 14.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見直した方が良いと思う項目がある 見直した方が良いと思う項目はない 無回答

○ 厚生労働省テキスト投影スライドの第２章を「見直した方が良いと思う項目がある」という研修実施機関は、32.6％であった。見直した方が良
い内容は、人工呼吸器の機種の更新、気管カニューレの構造の正確な説明、半固形栄養剤の保険適応の記載、緊急時対応の記載の充実などの意見
が挙げられた。

○ 厚生労働省テキストの第２章について、追加配布資料が「あった」という研修実施機関は、18.2％であった。追加配布資料の内容は、緊急時対
応、解剖生理、医療知識、感染予防、ヒヤリ・ハット、事故などの資料であった。

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書」 4



○ 厚生労働省テキストの第３章を「見直した方が良い」という都道府県は、9.3％であった。見直した方が良い内容は、滴下型の液体栄養剤と半
固形栄養剤の手順の記載、介護職員が行える範囲に即した手順の記載、実施記録に関する記載などの意見が挙げられた。
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○ 厚生労働省テキスト投影スライドの第３章を「見直した方が良いと思う項目がある」という研修実施機関は、22.8％であった。見直した方が良
い内容は、実態に即した手順の記載、使用している機器に応じた手順の記載などの意見が挙げられた。

○ 厚生労働省テキストの第３章について、追加配布資料が「あった」という研修実施機関は、11.9％であった。追加配布資料の内容は、手順書、
評価票などの資料であった。

図表７ 第３章の見直しの必要性-都道府県（n=43）

図表8 第３章の投影スライドの見直しの必要性-厚生労働省投影スライドを使用した研修実施機関（n=92）

図表9 第３章の追加配布資料の有無-厚生労働省テキスト等を使用した研修実施機関（n=143）

11.9% 81.8% 6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった 無回答

第３章 主な調査結果

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書」

第１章改訂概要
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第１章 主な改訂内容

新旧

（出典）
・平成24年度喀痰吸引等指導者講習事業「喀痰吸引等テキスト第三号研修（特定の者対

象） 」
・平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に

係る調査研究 喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象）」
7

【１．障害保健福祉制度の概要 1-1. 障害保健福祉施策の歴史】
○ 障害者総合支援法など最新の制度情報を追加する。
○ これまでの制度の変遷に関する記載は、ポイントを整理して示すことで情報量を抑える。

第１章 主な改訂内容

旧 新

（出典）・平成24年度喀痰吸引等指導者講習事業「喀痰吸引等テキスト第三号研修（特定の者対象） 」
・平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」 8



新

第１章 主な改訂内容

旧

【１．障害保健福祉制度の概要 1-2. 障害者総合支援法】
○ 障害者総合支援法の最新の制度情報を追加する。
○ 現行の制度等については、障害児者を支援する基本的な考えを伝えるため、基本理念を丁寧に説明することとし、それと関

連付けて、介護職員等が喀痰吸引等を実施することの意味を解説する。

（出典）・平成24年度喀痰吸引等指導者講習事業「喀痰吸引等テキスト第三号研修（特定の者対象） 」
・平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」
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新

第１章 主な改訂内容

【２．喀痰吸引等制度の成り立ち 2-3. 喀痰吸引等制度の概要】
○ 喀痰吸引等は、「暮らしの場で行われる医療的ケア」であること、また、法制化されたことで、「個人」単位の合意から

「事業者」単位の合意による実施にかわり、事業者としての取組が求められるようになったことを説明する。

旧

（出典）
・平成24年度喀痰吸引等指導者講習事業「喀痰吸引等テキスト第三号研修（特定の者対

象） 」
・平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に

係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象）」 10



新

第１章 主な改訂内容

旧

（出典）・平成24年度喀痰吸引等指導者講習事業「喀痰吸引等テキスト第三号研修（特定の者対象） 」
・平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」 11

【２．喀痰吸引等制度の成り立ち 2-3. 喀痰吸引等制度の概要】
○ 喀痰吸引等は、「暮らしの場で行われる医療的ケア」であること、また、法制化されたことで、「個人」単位の合意から

「事業者」単位の合意による実施にかわり、事業者としての取組が求められるようになったことを説明する。

第１章 主な改訂内容

【２．喀痰吸引等制度の成り立ち 2-4. 特定の者を対象とした喀痰吸引等の基本的な考え】
○ 特定の者を対象とした喀痰吸引等の基本的な考えを解説する。
○ 第３号研修の特徴として「個別性重視」であること、そのためOJTが基本であり、実地研修や業務の中での医療職との連携が

重要であることを説明する。

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」

新
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第１章 主な改訂内容

【３．重度障害児・者についての理解 3-1. 障害・疾病についての理解】
○ 喀痰吸引等を必要とする対象者として、医療的ケア児に関する説明を追加する。

参考資料

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」

新
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新

第１章 主な改訂内容

【 ３．重度障害児・者についての理解 3-4. 福祉業務従事者としての職業倫理と利用者の人権】
○ 「自己決定の原則」を補足する情報として、「障害福祉サービス等の提供に係る意思決定支援ガイドライン」を参考資料に追

加する。

参考資料

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」 14



新

第１章 主な改訂内容

【 ３．重度障害児・者についての理解 3-4. 福祉業務従事者としての職業倫理と利用者の人権】
○ 「自己決定の原則」を補足する情報として、「障害福祉サービス等の提供に係る意思決定支援ガイドライン」を参考資料に追

加する。

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」

参考資料

15

第１章 主な改訂内容

【４．喀痰吸引等制度の運用 4-1. 喀痰吸引等の業務ができるまで 4-2. 喀痰吸引等の実施に必要な事業者の体制づくり】
○ 喀痰吸引等研修後の流れや必要な取組を具体的に説明するため、研修終了後から喀痰吸引等の業務を実施するまでの流れを解

説する。

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」

新

16



第１章 主な改訂内容

【４．喀痰吸引等制度の運用 4-2. 喀痰吸引等の実施に必要な事業者の体制づくり】
○ 喀痰吸引等研修、その後の業務において、必要な書類を整理して示すとともに、計画書、同意書、実施状況報告書、業務方法

書の記載例を参考資料に掲載する。

参考資料

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」

新

17

第１章 主な改訂内容

【４．喀痰吸引等制度の運用 4-2. 喀痰吸引等の実施に必要な事業者の体制づくり】
○ 喀痰吸引等研修後の流れや必要な取組を具体的に説明するため、登録事業者に求められる体制づくり（安全委員会など）を解

説する。

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」

新

18



第１章 主な改訂内容

【４．喀痰吸引等制度の運用 4-4. 多職種連携の実際】
○ 喀痰吸引等研修後の流れや必要な取組を具体的に説明するため、多職種連携の具体的な場面や各職種の役割を解説する。

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」

新

19

第１章 主な改訂内容

【４．喀痰吸引等制度の運用 4-4. 多職種連携の実際】
○ 喀痰吸引等研修後の流れや必要な取組を具体的に説明するため、多職種連携の具体的な場面や各職種の役割を解説する。

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」

新

20



第２章改訂概要

21

22

第２章 主な改訂内容

新旧

（出典）
・平成24年度喀痰吸引等指導者講習事業「喀痰吸引等テキスト第三号研修（特定の者対

象） 」
・平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に

係る調査研究 喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象）」
22



新

第２章 主な改訂内容

【２．感染予防 2-1. 感染予防知識】
○ 感染予防の内容を基本知識を中心に充実する。

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」 23

新

第２章 主な改訂内容

【２．感染予防 2-2. 感染予防の具体的な方法】
○ 感染予防について、基本となる「流水による手洗い」やケア内容に応じた防護の必要性などについて追記する。

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」 24



新

第２章 主な改訂内容

【３．呼吸の仕組みと呼吸障害 3-2. 呼吸障害】
○ 呼吸障害に関する説明を充実するため、姿勢、気道が狭くなる原因（舌根沈下、喉頭軟化症など）、気管切開を受けている人

への対応の注意点を追記する。

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」 25

新

第２章 主な改訂内容

【３．呼吸の仕組みと呼吸障害 3-2. 呼吸障害】
○ 呼吸障害に関する説明を充実するため、姿勢、気道が狭くなる原因（舌根沈下、喉頭軟化症など）、気管切開を受けている人

への対応の注意点を追記する。

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」 26



新

第２章 主な改訂内容

【３．呼吸の仕組みと呼吸障害 3-3. 人工呼吸器療法】
○ 人工呼吸器療法の機器を新しいものに更新する。

旧

（出典）・平成24年度喀痰吸引等指導者講習事業「喀痰吸引等テキスト第三号研修（特定の者対象） 」
・平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」 27

新

第２章 主な改訂内容

【３．呼吸の仕組みと呼吸障害 3-3. 人工呼吸器療法】
○ 人工呼吸器療法の機器を新しいものに更新する。

旧

（出典）・平成24年度喀痰吸引等指導者講習事業「喀痰吸引等テキスト第三号研修（特定の者対象） 」
・平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」 28



第２章 主な改訂内容

【４．喀痰の吸引 4-2. 喀痰吸引の基本】
○ 喀痰吸引は必要時に行う医療的ケアであることを伝えるため、喀痰など分泌物への対応の基本的な考えとして、吸引しなくて

もよい状況をつくるための取組（姿勢の調整、水分補給など）を説明し、その上で必要最小限の医療的な対応として吸引を行う
ことを説明する。

29

新旧

（出典）
・平成24年度喀痰吸引等指導者講習事業「喀痰吸引等テキスト第三号研修（特定の

者対象） 」
・平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の

作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対
象）」

第２章 主な改訂内容

【４．喀痰の吸引 4-2. 喀痰吸引の基本】
○ 喀痰吸引は必要時に行う医療的ケアであることを伝えるため、喀痰など分泌物への対応の基本的な考えとして、吸引しなくて

もよい状況をつくるための取組（姿勢の調整、水分補給など）を説明し、その上で必要最小限の医療的な対応として吸引を行う
ことを説明する。

30

新旧

（出典）
・平成24年度喀痰吸引等指導者講習事業「喀痰吸引等テキスト第三号研修（特定の

者対象） 」
・平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の

作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対
象）」



第２章 主な改訂内容

【４．喀痰の吸引 4-2. 喀痰吸引の基本】
○ 喀痰吸引は必要時に行う医療的ケアであることを伝えるため、喀痰など分泌物への対応の基本的な考えとして、吸引しなくて

もよい状況をつくるための取組（姿勢の調整、水分補給など）を説明し、その上で必要最小限の医療的な対応として吸引を行う
ことを説明する。

新

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」 31

第２章 主な改訂内容

【４．喀痰の吸引 4-3. 喀痰吸引のコツと注意点】
○ 口腔内・鼻腔内吸引、気管カニューレ内吸引の基本的な注意点を解説する。
○ 吸引に伴うリスクを伝えるため、口腔内・鼻腔内吸引について、挿入した吸引カテーテルの行き先と想定されるリスク（嘔吐、

出血など）の説明を追加する。

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」

新

32



33

第２章 主な改訂内容

【４．喀痰の吸引 4-3. 喀痰吸引のコツと注意点】
○ 口腔内・鼻腔内吸引、気管カニューレ内吸引の基本的な注意点を解説する。
○ 吸引に伴うリスクを伝えるため、口腔内・鼻腔内吸引について、挿入した吸引カテーテルの行き先と想定されるリスク（嘔吐、

出血など）の説明を追加する。

新

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」

34

第２章 主な改訂内容

【４．喀痰の吸引 4-3. 喀痰吸引のコツと注意点】
○ 口腔内・鼻腔内吸引、気管カニューレ内吸引の基本的な注意点を解説する。
○ 吸引に伴うリスクを伝えるため、口腔内・鼻腔内吸引について、挿入した吸引カテーテルの行き先と想定されるリスク（嘔吐、

出血など）の説明を追加する。

新

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」



新

35

第２章 主な改訂内容

【４．喀痰の吸引 4-3. 喀痰吸引のコツと注意点】
○ 口腔内・鼻腔内吸引、気管カニューレ内吸引の基本的な注意点を解説する。
○ 吸引に伴うリスクを伝えるため、口腔内・鼻腔内吸引について、挿入した吸引カテーテルの行き先と想定されるリスク（嘔吐、

出血など）の説明を追加する。

（出典）・平成24年度喀痰吸引等指導者講習事業「喀痰吸引等テキスト第三号研修（特定の者対象） 」
・平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」

旧

新

36

第２章 主な改訂内容

【４．喀痰の吸引 4-4. 喀痰吸引の物品・手順】
○ 喀痰吸引の演習の手順は、在宅での実態をふまえ、口腔内・鼻腔内吸引については乾燥法の手順を説明する。
○ 気管カニューレ内吸引は、単回使用を基本的な手順としつつ、乾燥法の手順をあわせて説明する。

旧

（出典）
・平成24年度喀痰吸引等指導者講習事業「喀痰吸引等テキスト第三号研修（特定の者

対象） 」
・平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作

成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対
象）」



第２章 主な改訂内容

【４．喀痰の吸引 4-6. 演習の手順ー気管カニューレ内吸引】
○ 喀痰吸引の演習の手順は、在宅での実態をふまえ、口腔内・鼻腔内吸引については乾燥法の手順を説明する。
○ 気管カニューレ内吸引は、単回使用を基本的な手順としつつ、乾燥法の手順をあわせて説明する。

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」

新

37

第２章 主な改訂内容

【４．喀痰の吸引 4-6. 演習の手順ー気管カニューレ内吸引】
○ 喀痰吸引の演習の手順は、在宅での実態をふまえ、口腔内・鼻腔内吸引については乾燥法の手順を説明する。
○ 気管カニューレ内吸引は、単回使用を基本的な手順としつつ、乾燥法の手順をあわせて説明する。

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」

新

38



新

39

第２章 主な改訂内容

【５．経管栄養 5-2. 経管栄養の物品・手順】
○ 経管栄養の半固形栄養剤に関する説明を更新・充実する。

旧

（出典）
・平成24年度喀痰吸引等指導者講習事業「喀痰吸引等テキスト第三号研修（特定の者

対象） 」
・平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作

成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対
象）」

新

40

第２章 主な改訂内容

【５．経管栄養 5-6. 緊急時対応】
○ 経管栄養の緊急時の対応方法は、介護職員等が行うことと医療職が行うことを区別して解説する。

旧

（出典）
・平成24年度喀痰吸引等指導者講習事業「喀痰吸引等テキスト第三号研修（特定の者

対象） 」
・平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作

成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対
象）」



第３章改訂概要

41

42

第２章 主な改訂内容

新旧

42

（出典）
・平成24年度喀痰吸引等指導者講習事業「喀痰吸引等テキスト第三号研修（特定の者対

象） 」
・平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に

係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象）」



43

第3章 主な改訂内容

【１．口腔内の喀痰吸引】
○ 喀痰吸引・経管栄養ともに、第１・２号研修の手順と整合を図るため、実施準備として、手洗い、指示書の確認、体調の確認、

実施後として、報告、片付け、記録を、共通のプロセスとして示す。
○ 各受講者が喀痰吸引等を行う予定の対象者の状況に応じた手順で演習を実施できるよう、喀痰吸引については、単回使用、乾

燥法、薬液浸漬法の３つの手順を説明する。

旧

（出典）
・平成24年度喀痰吸引等指導者講習事業「喀

痰吸引等テキスト第三号研修（特定の者対
象） 」

・平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護
職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成
に係る調査研究 報告書」

44

第3章 主な改訂内容

【１．口腔内の喀痰吸引】
○ 喀痰吸引・経管栄養ともに、第１・２号研修の手順と整合を図るため、実施準備として、手洗い、指示書の確認、体調の確認、

実施後として、報告、片付け、記録を、共通のプロセスとして示す。
○ 各受講者が喀痰吸引等を行う予定の対象者の状況に応じた手順で演習を実施できるよう、喀痰吸引については、単回使用、乾

燥法、薬液浸漬法の３つの手順を説明する。

新

（出典）平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」
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第3章 主な改訂内容

【４．胃ろうによる経管栄養（滴下型の液体栄養剤の場合）】
○ 喀痰吸引・経管栄養ともに、第１・２号研修の手順と整合を図るため、実施準備として、手洗い、指示書の確認、体調の確認、

実施後として、報告、片付け、記録を、共通のプロセスとして示す。

旧

（出典）
・平成24年度喀痰吸引等指導者講習事業「喀

痰吸引等テキスト第三号研修（特定の者対
象） 」

・平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護
職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成
に係る調査研究 報告書」
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（出典）・平成24年度喀痰吸引等指導者講習事業「喀痰吸引等テキスト第三号研修（特定の者対象） 」
・平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引等のテキスト等の作成に係る調査研究 報告書・喀痰吸引等研修テキスト第三号研修（特定の者対象） 」

旧
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（参考）

平成30年度障害者総合福祉推進事業「介護職員による喀痰吸引

等のテキスト等の作成に係る調査研究」成果物である喀痰吸引

等研修（第三号研修）教材（テキスト、マニュアル及び動画ス

ライド）は、以下のＵＲＬから閲覧可能。

（三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社ＨＰ）

https://www.murc.jp/sp/1509/houkatsu/houkatsu_07.ht
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